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五稜郭初度設計図

安政厄年1854に暴府は日米祁親条約を締緒し

が置かれ、箱館腎衛と北辺防備の計画がたてられた

り、補館諾術澗所敬授であった武田斐三郎の設計で

さらにロシアとも和親条約を結んで箱館港を開いた。稲館に再び奉行

港の入口にあった弁天岬台場、亀田役所土塁（五稜郭）は蘭学者であ

五稜郭はわが刷初めの洋式の築城様式をとり入れたものであった。

砲田役所上里は、安政4年にI蕪を

起こし、7年あまりの蛾月をかけ元論

尼年1864.二竣工した納めの計ifti

では堀は素掘"で土以は礁土にしてす

べて芝を張るf定であったが、堀荊が

できると士砂が崩壊するので設計を変

更してｲ『垣とした築造のころ柳野城

奥の台場などとも呼ばれていた。

この図は、当初計画の賞砿な設計図

である5か所の鳥出し半月塗が

lか所になったのは褒金不足からとい

わオているが、似lには杵綱掛組頭河津

三郎、‘淵役縦鈴木侭四郎など関係者の

駕名がある
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(2) SARANIP

昭和57年度の特別展

特別展テーマ蝋函館'､イカラ展″会場：博物館本館

（5月1日－6月300

昭和57年は市政施行60周年にあたるので、函館の西欧責
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化、ことにt-活文化に焦点をあてた函館ハイカラ展を開雌

した展示コーナーは西欧文化の渡来、欧米から渡来した

機器と服装の洋風化、西欧化の生活と趣味娯楽の3部門（

分け、函館がどのようにして移
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風景（オルゴール、オルガンなど

り変ってきたかを実物展示した

ハイカラという言葉は明治30年

になってから流行するが、函館

はすでに藤末から西欧文化を概

取して英学、写真術、洋l血i、洋

食などさきがけの地となった。

社交場でもあった競馬場やゴル

フ場も北海道で最初に開けたが

これらに関する資料430点を1

階と2階展示室に立体的展示を

し、美術展示室には代表的常設

褒料をまとめて展示した。入館

者数34.105名と昨年の特別展入

館者数より2.500人多く、団体

より個人入館者が多かった。

幕末・明論・大正と移り変わる

函館洋風の様相にはかなり興味

と深い関心が寄せられ、さらに

こうした展示をしてほしいとの

声があった。

｢児玉コレクション目録」I

先史・考古資料編発行にあたって

昭和55年8月、市立函館博物館に寄託になった児玉コレ

クションの先史・考古関係褒料の整理が本年度ようやく終

了し、「児玉コレクション目録J1先史・考古喪料編を

発刊することになった。

先史・考古資料編は、尤北膨道大学満誉敬授児張作左術

|叩1氏が40年余りの長い年月をかけて、干胤・北海通・東北

・関東・中部・近畿・朝鮮半島などの各地域から収災した

7.157件におよぶ膨大な数の先史・考古資料を収録してし

る

氏が収集されたこれら数多くの賓料は、どれも学術的価

':;が高いもので、中でも北海道各地において調査・収典さ

れた資料の多くは、「北方文化研究撒告」（北海道大学発

行）などの報告瞥に紹介され、北海道の琴古学上きわめ一

儲砿な存在にある

児玉コレクション目録は、氏が生前「だれでも手に触オ

て研究ができるように……」といわれていたご遺志を尊顔

し、これらの貴重な資料が広く一般の方々に利用していた

だくために、有効に活用できるよう配慮したが、個々の資

科の不明な点は、今後の調盗・研究の過程で明らかにし一一

ゆきたい

妓後に、これらの覚亜な責料とともに､｢児玉コレクシ害

ン目録」が有効に活川されれば幸いである。

児玉コレクション整理風景
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事業報告(57.1.1～57.12.31

o博物館協瀬会

博物館協議会|淵雌（4月9日）

o来館者

2月4日作曲家広瀬戯平氏、日本写典協会木之下晃

氏

2月5日弘前市並博物館藤ii:氏溌料調査

2月23日三岸好太郎美術館本粧主Wf

2月260欲田螺埋蔵文化財センター桜IⅢ文化財主事盗料調恋

3月7日溝手雌埋蔵文化財センター1葛l胤氏資料調在

3月16日迩立近代美術館武、学装部長

3月16日．|上,:雌埋蔵文化財･センターnm文化財保謹主事溌料澗査

3月19日北海道馬産史綿集委II会越沢六郎事務局長

3月30日札幌商科大学大場教授

4月160金子鴎亭氏

5月18日一宮市議会渡辺訓縦隆視察

6月2日上砂川町議会議貝一行視察

6月9II江遼町石縮教育腿

6月16日オランダ国ヨハン・カウフマン全権大使

6月19日早稲ii:大学赤石教授

6月27日跡見学園女子大学鶴田講師

6月30日八千代市議会議員一行視察

8月1日霞会館松平資料展示委興

8月4日ジャク・テイルトンー行6名

8月6日ニューヨーク市・民俗学肴ジョーゴードン夫

艇

8月1(1日南アフリカ聯邦総領』fクオータ氏

8月25日室蘭市教育委員会視察

8月27日佐飼大学福危教授

9月10日千葉県議会議員一行視察

9月22日ベルギールーパン大学考古学者デリダー．，

卜IJシア氏

10月7日紋別市議会議貝一行視察

10月22日函館瓶撒他話ﾙj腿杉Ill一郎氏

10月:i()1|金j亀鴎亭氏

;i月1011ドIll奈川県立近代美術館,v,i|館艮弦田平八郎氏

12月14日アメリカスミソニアン博物館ハウチン教授

o考古資料整理

考古資料整理（10月5日～I]月5日）

o特別展

、函館ハイカラ展．（本館5月1日～6月30日）

o企画展

蝋新収蔵資料腿．（本館4月8日～18日）

、函館と陶磁器展恥（本館9月1!l～11日）

、平沢解山歴．（本館II月2日～;;s日）

過よろい・かぶと展職（分館5月1日～16日）

、函館の錦絵展鴎（分館10月16日～29日）

蝋ひな人形展蝋（資料館2月9日～3月3日）

。目で見る町なみ散歩。（責料館5月1日～6月29日）

．商いの顔看板展．（盗料館10月1日-28日）

o児玉コレクション整理

児玉コレクション繁理（先史考古資料1月～12月）

o刊行物

3月5日館報「サラニツプ」発行

3月25日蔵品目録「歴史・民俗賓料篇）発行

o市民講座

函館と陶磁器（6月22日～26日5日間）

函館の先史と生活（7月21日～8月6日5日間）

函館の商家（8月20日～9月17日5日間）

五稜郭と箱館戦争（10月1日～29日5日間）

北方民族の生活（10月2日～30日5日間）

o科学教室

星座観測会（5月15日、7月7日、9月18日、10月23日

プラネタリウム見学会（6月12日）

植物野外観察会（6月19日、8月4日）

昆虫野外観察会（7月25日）

惑星観測会（8月21日）

月の観測会10月1日）

初歩の電気（9月11日）

昆虫供養と講減会（8月14日）

○資料貸出

開陽丸特別展に箱館戦争関係資料6点貸出（6月15日～

7月4日江差町）

函館市文化祭美術展に美術資料18点貸出（11月3日～4

日函館市民会館）

特別展弥生時代の背綴に苓古褒料22点賃出（11月20日～

昭和58年1月30日青森市）

o資料受入

7月12日金子鴎亭氏作品3点寄贈

9月13日金子鴎亭氏作品55点寄贈

○実習受入校

武蔵大学（7月23日～8月3日）

法政大学（7月23日～8月3日）

東北棉祉大学（7月23日～30日）

oばく涼

本館（9月16日～3(日）分館10月2日～ir.ni郷土盗

料館（9月24日-30日）

o大会出席

日本博物館協会館長会議、総会に館長出席（6月24日～

25日、東京都）

北海道博物館大会に館長出聯（6月29日～30日、士別市

o人事異動

谷口幸一嘱託、宮崎正太郎嘱託、高橋渦嘱託発令

（4月1日付

加納裕之館長発令（6月1日付）

今岡洗主事、池田敏春主事発令（6月15日付）

尾崎渉主事発令（7月1日付）
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最近受入れた資料

大正3年乃至9年戦役巡砿記噸他3点

【片谷鉄太郎氏寄卿・函館市桔梗町435422】

勉灯昇降器他1点

【熊沢清八郎氏寄鮒・函館市青柳町152】

函館四稜郭模型1台

【北海道新聞社寄贈・札幌市中央区大通西3丁目；

掛ぴな1件

【八木橋八千代氏寄贈・函館市柏木町4-16】

へそｲi2点

【千莱守雄氏寄贈・函館市＃',,11町12188】

トランク他3点

【稲垣泉氏寄蝋・七飯町ノミ川776】

一升瓶他7件11点

【橋本千恵氏寄贈・函館市心､1町5－::;】

琴他3点

【菱沼嘉子氏寄贈・函館市堀川町8－3】

五月人形一括29点

【編田与三郎氏寄l卿・函館if)英原2丁052-15】

火のし他4点

【酒谷鉦五朗氏寄蛎・函館Iけ花剛町1612】

日本刀1点

【菱沼吉巳氏寄購・函館市堀川町83】

姿見他8点

【石黒義男氏寄贈・函館市綴陰町28－5】

三徳振動按摩器1台

【丸山正氏寄贈・函館市H吉町3丁目37-12】

恩比須大黒天他1点

【iII越耕吉氏寄蛎・函館市末広町1819】

せいろ2点

【谷｢]富美子氏寄附・函館市芙原5丁W14-4】

エゾフクロウはく製1点

【中本正氏寄贈・函館市松川町1L'2】

関帝廟函館中華会館一般公開記念絵馬1点

【函館中華会館寄贈・函館市大町1－12】

遡符3点

【藤原啓氏寄蛎・函館J;上新川町15-9】

縮名板2件8点

【函館市土木部から保笥枠】

繍名板1件1点

【函館市土木部から保管替】

敷物1点

【中村みつ氏寄贈・函館市宝来町24－4】

二軍マント他1点

【金子緑氏寄贈・函館市大綴町2410】

水墨画1点

【相坂春山氏寄噸・函館市海岸町1-11】

入館 者 統 計

昭和56年度常設展示57.1.1～57.3.31

昭和57年度常設展示57.4.1～57.12.31

1.,jK1

･1人

昭和57年度特別展本館（51630
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